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【回収日】

【実 施 】

【送付数】

【回答数】

【回答率】

平成22年 10月

平成 22年 10月

地域振興戦略部

140

105

75.0%

8日 (月)

9日 (火)た 29日 (金)

地 び回答率

中之島 越 路 三 島 山古志 小 国 和 島 寺 泊 栃 尾 与 板 回

10
つ
０ 8 9 7 12 13

71.4% 78.6% 92.9% 57.1% 64.3% 78.6% 50.0% 78,6% 85‐7% 92,9%

※結果にある 《地域》は、各地域で一番回答の多かったもの、または、回答
された方の地域を示 しています。

《中》・・・中之島    《 和》 ,・ ・和 島
《越》・・・越 路      《 寺》・・・寺 泊
《三》・・・三 島     《 栃》・・・栃 尾
《山》・・・山古志  ヤ  《 与》・・・与 板
《小》・・・小 国     《 )||》・・・)|1 口

平成22年 12月

長岡市地域振興戦略部



地域委員会等に関する状況調査結果まとめ

◇地域委員会に関すること                                  ◇ 地域づくりに関すること

○開催回数について                                       〇 大事にしていきたいもの

今年度の開催数が少ないという意見はあったが、半数以上が十分、または適当             ・ 地域の課題を共有する場

な開催数と感じている。                                        ex)少 子高齢化の問題、地域の歴史的遺産の活用、生きがいづくり、

高齢者 ・障害者への手助け等、交通安全対策、地域産業のPR

コミュニティに関すること (センター設置 ・世代間交流 ・コミュニティビジネス)

○配布資料について

配布時期を早めるべきとの意見があったが、約 6割 が資料の内容及び配布時期           O見 直していきたいもの

について支障なしと感 じている。                          1        ふ るさと創生基令事業 →  事 業決庁のプロセスの男́直し

,地域をあげて取り組めるような事業展開

・住民共同参加による宝物の掘り起こし

○議論の時間 ・内容について                                       ・ 新しい取り組みだけでなく、一つの事業の継続も必要

約4割 が十分議論できていると感じている。また、内容によっては議論が不足
しているものがあり、掘り下げが必要であると感 じている。                      批 域コミュニティ事業総動牟 →  事 業の継綜を合めた静1庁の舅́直し

・補助金を小さくして、より多くの団体が活動できるようにする

・活動を継続させるには、補助の継続が必要

〇地域間交流について                                          ・ 積極的な活用を図るためにも、成果発表の機会を設けるべき

地域間交流の継続、必要性を求める意見が約4割 を占めた。今後の改善点とし              ・
もっと多くの事業団体が生まれるようにする (地域のリーダーづくり)

て、事前に地域内の問題意識を高めて参加すること、交流会当日の意見交換の時
間を十分に取ることが必要との意見がある。

◇行政に関すること

○支所に関すること

〇地域委員会の活動の場について                                    ・ 地域委員の役割を住民に知らせること。

「地域の課題を共有する場」として必要と感じている意見が85%と 最も多 く、             ・ 地域のリーダーをつくる手立てを行ってほしい。

沓法更ちめ伊警ゼ堪ゑ望襟滑姦警平窪員墾株あ比姦告露ぢ警進ぁど戦r唇辱?富             ・地域づくりは住民と行政との連携がないと継続しない。
要が70%と なっている。

1               0地 域振興戦略部など、本庁部局に関すること

,全般的に住民サービス低下とならないようにしてほしい。

・他地域に異動 した職員は、早 くその地域を把握 してほしい。

・周辺部へもしっかり目を向けてほしい。

・今は安心 しているが、山間地等に街中との格差が生まれることなく、これからも地域

振興等バランスよく取り計らってほしい。



◇各質問項目に対する回答

■あなたの地域の地域委員会や地域の課題等についてお聞きします。

【問1】 地域委員会の議題や運営等、気になる点についてご意見・ご要望などを記入してください。

〈開催回数に関すること(分科会も含めて参加に支障がないかどうかなど)〉

十分である、支障なし、適当な回数等 57

少ない、今年は少ない、増やすべき等

その他意見、無回答等         1  19

《三日山・和・栃口与口〕||》

《中・越口′1 口ヽ寺・栃》

(その他意見・要望)

・定例開催とし、スケジュールを決めて開催されると、予定がたてやすくなり助かる。《越》

・開催曜 日が偏らないようにしてほしい。《三》

・開催回数が減ると負担は少なくなるが、今後の開催頻度が気になる。《寺》

・開催 日は、平 日が多く、勤務と重なり出席できないことがある。《栃》

〈運営に関すること(配布資料の構成や報酬等に支障がないかどうかなど)〉

(その他意見日要望)

・継続的にテーマを持ち、問題提示をしながら開催すれば、レベルの高い議論ができる。《越》

・議題はもつと深く掘り下げていつたほうがよい。《三》

・・地域の課題をもつと取り上げて検討したほうがよい。《/卜》・

・行政の提案ではなく、委員側からの提案型会議がいいのではないか。《与》

〈議論の時間、内容に関すること(分科会も含めて十分な議論ができているかどうかなど)〉

配布資料B時期、報酬について支障なし 64

21配布資料の充実日配布時期を早める等の改善要望

その他意見、無回答等 32

十分な議論ができている、問題なし等 ４

　

９

　

５

４

　

２

　

３

議論の機会B時間を増やすべき、内容によっては不足等

その他意見、無回答等

《中=三・山・′トロ和・寺口栃・与・)il》

《越・小》

《越・三コ山・小・和・寺》

《中口栃》

《三・与・サll》

(その他意見・要望)

・十分な議論をするには、課題を絞り込む必要がある。《三》

・テーマ、目的をもつと明確にするとよい。《寺》

・わかりやすい説明を受ければ、意図することがわかり、発言しやすくなる。《与》

・議論の入り口に終始しがちで、なかなか深まつていかないことがある。《三》
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く地域間交流に関すること(合同研修会などの活動が議論にいかされているかなど)〉

いかされている、交流会等は必要、継続を望む等 45

まだいかされていない、意見交換が必要、回数の改善が必要等 30

37その他意見、無回答等

《三・山・′J 口ヽ和・栃・与》

《中口寺・栃》

《中・越・山コ寺・サil》

(その他意見日要望)

・交流の前に、地域内についての問題意識を高めることが大切である。《越》

・限られた任期の中では、地域住民と交流をした方がよい。《栃》

・長岡地域の住民との交流も大切である。《栃》

・地域間での分科会があってもいいのではないか。《越》

くその他、地域委員会へ望むこと等〉

,自 主的な事業の発案や計画が必要ではないか。《中》

,自 地域だけでなく、長岡市全体を視野に入れ議論したい。《越》

・地域の活性化に向けたまちづくりは、様々な機関、組織の連携が効果を生み出す。《越》
・地域内の問題、課題を十分に話し合うことが大切である。《山》

・長岡市の一部ということではなく、新しい長岡市を創りあげていく架け橋となれるといい。《和》
・地域委員であることに意義を感じられる会であつてほしい。《寺》
・地域委員の選任の際は、会議に出席できる人をお願いしたい。《栃》
・問題提起ができるよう、視察・研修を重ねることも必要ではないか。《サ||》

※主な意見を集約し、延べ人数で集計しています。

-2-



【問2】 日常生活での利便性、各種イベント等の開催などの地域間交流による新市のまとまり感、一体
感の醸成が図られていると感じていますか。該当するものにOを つけて、その理由を記入してく
ださい。

1進 んでいる

2ど ちらかといえば進んでいる
3ど ちらともいえない
4ど ちらかといえば進んでいない

5進 んでいない

6無 回答

4

37

40

1 8

5

1

《中・三BttBttB和》
《越口′J 日ヽ和日栃・与B,ll》

《寺》

く理由〉

O進 んでいる,どちらかといえば進んでいる
。各種イベントによつて交流が深まっている。《中》
・旧市町村のイベントについてもパンフレットが配布されている。《中》
・どんな地域があるかわかつてきた。《越》
・市政だより等で各地域のイベント等の開催を知ることができる。《越》
・広報等による地域間の声の掛け合いが見受けられ、

一
体感があると感じる。《山》

・年々長岡市民としての自党ができてきているように感じ、交流が深まるのではないか。《小》
。もちひと祭りに与板の刃物市の参力日など、徐々に地域間の一体感が進んでいる。《小》
・地域委員同士の交流時、各地区の取り組みなどの話し合いがなされている。《和》
・お互いの地域の行事に、地域間の交流がある。《与》

Oど ちらかといえば進んでいないB進んでいない
。イベントは積極的に行われていると思うが、交通の便が悪い。《中》
・各地域のまとまりは合併後強くなったと思うが、一体感はない。《越》
・住民が地域間交流を希求しているように感じない。《三》
・地域では盛り上がっているが、全体ではまだまだという感がある。《三》
・イベント時期の偏りにより、参加者がばらけている。《山》
・山間地や市街地等状況が違うため、まとまるのは難しいのではないか。《ノj 》ヽ
・以前との違いは感じられない。《寺》
・各種イベントは関係者のみで開催され、発展性がない。《栃》
・他の地域との交流がない。《)||》

いえば

進んでいる
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【問3】地域委員会の活動の場について、どのように感じているか、それぞれ該当するものにOをつけ
てください。

1 地 域の課題を共有する場として わからなし
6%

必要では ス
必要 90

必要ではない 6

わからない 6

無回答 3

《全地域》

2地 域住民の声を伝える場として

必要
，
′

必要ではない 9

わからない 18

無回答 3

《全地域》

3地 域づくりの状況を確認する場として

必要 78

必要ではない 8

わからない 14

無回答 5

《全地域》

4住 民主体の地域づくりを進める場として

ない

必要 ７

〓　

　

一
２

４

一

５

一

２

・

４

必要ではない

わからない

無回答

《全地域》

|

山》
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1住 民に、地域委員会の役割、機能を
周知する取り組み

2住 民に、地域委員会の議論の結果を
周知する取り組み

3地 域委員会で議論したふるさと創生基金
事業などの進捗状況を周知する取り組み

4そ の他の取り組み

【間4】 地域の方々に、地域委員会の活動の理解度を高めてもらうために必要と思われる取り組みに
全てOをつけ、考えられる具体的方策を記入してください。

く考えられる具体的方策〉

1住 民に、地域委員会の役割、機能を周知する取り組み《中口越・山・′卜・和・寺・栃□Jll》
・書面にして、町内回覧して読んでもらってはどうか。《中》
・委員会で議論したことを、結論が出なくても情報を出した方がよい。《中》
・区長会、町内会等との意見交換により、地域住民への周知を図る。《越》
・地区会、町内会等へ、役割・機能・メンバー等を知らせる。《三》
・地域住民と地域委員会が一体となつて活動しながら、役割を理解してもらう。《寺》
。支所だよりに定期的に掲載する。《栃》

2住 民に、地域委員会の議論の結果を周知する取り組み《中B三・山・小B栃》
・委員の中に広報委員を設置し、専用広報を出せると良い。《中》
。今何が議論されているか等、支所だよりに載せてはどうか。《越》
・各地域の役員会議(町内会長会等)に出席して意見交換をする。《三》
・HPの 公開だけでなく、要約を文書にて配布する。《三》
・地域の人が理解するには難しい文章では誰も読まない。分かりやすくする方法を。《小》
・広報に目立つように掲載する。《与》

3地 域委員会で議論したふるさと創生基金事業などの進捗状況を周知する取り組み《和・与》
・地域委員がふるさと創生基金事業に参力回することで周知できる。《中》
・広報による案内、看板・ポスターなど住民の目に直接写る細やかなPRが 必要である。《越》
・集落単位の総会や寄り合い等で、内容を発表する場を設けるといい。《山》
・具体的な進捗状況を支所だよりに載せたらどうか。《和》
・老若男女問わず、色んな方々に参力日しもらう。《与》
・地域委員会の中で報告等をしてはどうか。《)||》

4そ の他の取り組み
・要望等を市民から聞く場を設ける。《中》
・地域の活性化、よりよい生活環境づくりに地域住民の協力をお願いする。《越》
・地域委員会の活動の範囲を広める。《三》
・他の地域委員会の活動状況、地域状況を住民に知らせることで、合併地域の様子がわかる。《小》
・各自治会(町内会)との合同会議の開催。《寺》
・行政が何かをやってくれるといつた体質からの脱却が必要。《寺》

無回答6%
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【問5】 地域委員会は、合併により市役所が遠くなり不便になるのではないか、地域の伝統や文化が
失われるのではないかなどの不安を解消するために設置したものですが、現在も、合併前と同
じような不安の声は聞こえていますか。該当するものにOをつけて、耳にする場合は、どのよう
な声があるか、なぜそのように感じられるのか記入してください。

1 耳 にしない

2以 前はあったが耳にしなくなつた 2C

3た まに耳にする 43

4頻 繁に耳にする 17

5わ からない
6無 回答 3

《山》
《斉泊》
《中・越口三日小コ寺・栃8,11》

《与》
《寺》

樺

一

く3.た まに耳にする、4.頻 繁に耳にすると回答のあつた主な不安の声〉
不安の声 そう感じる背景 地域

後、本庁の計画が見えてこない。 ・支所の職員が少なすぎる。
《中》

・行政が遠くなつてしまった。 ・地域の細部の声が届きにくくなっていることが
あるのではないか。 《走愛》

・支所がいずれなくなるのではないか。 ・コミセン化により、支所が役害Jを果たしていた
行事が減ることなど。
・支所独自の判断ができない面が多い。

《抱瑳》

《|チ》
・困つたり、心配事がある際に、直接相談、要望
に行けない。

・合併後5年が経過したが支所に知っている人
がいなくなつてきた。何となく敷居が高い。

《E二》

・役所の対応が悪くなつた。 こと 良く知る職員が少なくなつた。
《山》

・地域が長岡市の中に埋没してしまうのではな
い か 。

・伝統や文化だけでは、地域は良くならない。
《/1》ヽ

・本庁に集中してる感じがある。 ・支所と地域との交流が希薄になつている。地
元出身職員の減少によるものか。

《不El》

・市役所が遍くなり、不便に感じる。 地域の要望をあげにくい。
《雫子》

・地域の声が支所に通らない。 議員がいない地域は、地域がまとまっていな
よヽうに感じる。

《翔厨》

・合併前は町議会議員や町長が住民の声
いてくれた。今は声が届かない。
・今までより末端の声が届かなくなった。

・地域委員会の役割を十分理解されていないこ
とが原因かもしれない。 《|チ》

地区総代を通じた要望が通らなくなっている。
《)||》
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【問6】 住民が自由な発想で、創意工夫しながら自分の地域を良くする住民主体のまちづくりを進めて
いくには、何が課題になると思いますか。そう思う理由も記入してください。

〈教育文化分野〉

|。歩嘉諦稿要亜: |::i=張
壷弄

晶t麗謹転姦
|                     |な く
・地域の歴史的遺産の活用

・地域の歴史。文化の充実

・地域の活性化につなげられていないこと。

・コミュニティセンターの設置

下 h=

|・
子どもの地域づくりへの参力田

く福祉口健康分野〉
課 題

・誰もが生きがV をヽ持って暮らせること

活を送つてほしいと思う。
・高齢者、障害者への気配り、手助け 。過疎化により交通アクセスの不便性から。

ぽ   艶

・高齢者への対応のあり方

調・予防医学の推進

| ボ
( 花

張

体 こ H ノ … … し V ノ 心 口呼
~ , ノ

い

《小 》

「 ■  .  ~ = = = 千 = = = = = ~ ~ ~ !    ~ = ~ ~ 千

~ = = ~ ~ ~ = ~ 千 ~ = モ

= ~ ~ ■

~ 一 一 一 一 一 一 一 一
」

堅茎埜聖
抑酸流が理,の

く生活・都市基盤分野〉

|=東京覇謎        ≧|二千素
1要【

乾覇専東遍両再ラプ夢巧て万かりにくい。   ・ =|

塙鹸 誠
― ―

=十
評

的 珈 が市
叫 前|じるl      ta   所 札_ギ

蒜「:妬研丙万再忘市而頑覇蒔薩め交流
~中

:に協働しながら地域づくし
|                                   |

十世代間三ミュニア所琉諦生化 ~~~~~|.向 世代はあつても、世代を起
|             ア

ロ I 力 ヽZ     皮

た 使 菊 雨 ▼
蔦 頂 |

1不足 している。               ｀
7〃 |

一 ― ― ― ― ― ― ― !           ― ― ― ― ― ― 一      ― ― ―                 |       |

く環境・産業分野〉
1     課 題

~下 ~~    ~~理
由

~~

・地場産業のオンリーワン開発 ・地域に優れた産業があることを、地域をあげて
取り組む。
・自然との共生は自然 (里山)に触れることが必
要。
・稲作の振興が棚田等の耕作放棄地の防止に

・里山の活性

・自然景観の維持

1繋がる。
・住民総参加による自然環境の整備     ・ 農業関連事業、花いつぱい運動等を実施でき

|るとよい。 |《呑日》

・コミュニティビジネスヘの発展        ・ この考え方を持つことが必要である。

_____上     | ____

地域

《越》

〓
一
　

山

≪

　

　

≪

___隅 為守
る麺な殿封ヒ密じこよる身近な歴史文化 |

下 ― ‐  ― ‐ = |

-7-
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■ふるさと創生基金事業についてお聞きします。
【問7】ふるさと創生基事業について、住民主体の取組みとして、どの事業が良かつたと思いますか。

該当する事業名を2つ選んで、そう思った理由を記入してください。

※上位2事業を掲載
O中 之島

事業内容        |
一 一 一 一 一 ― 一  ― 一 一 一 一 一 ―  ― ― 一 一 一 一 一 一 ― ― ―      ―  ―

     |

: _____上 奨墜
体験を通じての特産品PR      I

L生ぜ輩型 壁
~下

友薩蔽廃哺 碗殖百弔 荘両輛 杏 |

1灘繭麺だ確諏陥封
― ― 一 ― ― ― ― ど 生

O越 路 ~卜 ~司 ~~~~~再
寿 聴

~~~~  |
~~耳

罰輪 閥 郭頭否蒻西び面訪新 Zや、 |

1 2 1な かのしま探検隊
t   t― ― ――――― ―

L杭 輪歴 垂
準誘軽諮窪響嬰鼈緊彗謀

誓露 硬試
降市す輸あ轟
1   2 |もみじ園もみじ再生整備事業

| _ _ _ _ _ _ _ _

・各町内や道路における植栽活動

O山 古志

|   |_十
_____―

義
―― ―~~す ~可 ~~     事

業内容

|〒 1姦議 論睡裏
1       事 業内容       |

1場男紹軸螺務怖条藤纏鸞!
2 1長 岡まつり民謡流し参加 ・長岡まつり民踊流しへの参加

O小 国(回答が分かれたため1事業のみ掲載)

卜 _|  _ __ _車 義空 __  _
1 1 1お

ぐに地域フラワーパーク助成事業

十       事 業内容
・集落内の空地を利用した花壇作りと、植栽の
実施

-8-



※上位2事業を掲載
O和 島

|〒1元品i還ま
事業内容

・雪割草?保 護や遊歩道整備による村岡城跡

・各集落における集落案内看板の作成、設置

・ |=出 47坦 題″J万:口亨不        |の 周辺整備の実施等
_ _ _ _ 1  _ _ _ _ _   ― ― ― ―

|

_生β空聟聖=讐

O寺 泊
T―

|―

― ―― ―

事 業 名
      _ |〒

石 ど 百 万 古 =孝 誓 率 事

~~ ~ ~   |

1 1 1地域を担う子どもたちへの寺泊特産品試食会
1滅軽甚錫挿奔許

た菜種油をはじめとした農産
|      | _当 望 、空 攣

Vノr瓜
 _

|・「花いっぱいフェア」のサテライト会場 (寺泊)に毛扇驀     … ↓ブムψい
|_二 _「 堡

り 民 竹 F爪 予 禾

           |に お け る 、 弁 当 販 売三等を通じた地域の食材PR

O栃 尾

「  | ~~~~~ 事 業名

1 1中 川清兵衛ビールフェスタ拡充事業
上   _

1而 酌繭 両

ii暑雪]li曇母|:!11とテ垂::こ:1号母竺|

| ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~
| 事業内容

封
‐

|】 務 魏 轟 売 三 戸

~~

侍

― ニ ー ヤー ー ーー ー ヤー ー ーー ー ー ー ー ー

l    n   i t rし H 4旬 営 = J合 ユ ′0均 と ′― =み t J些

高垢読藤嗣蒜峯豪
~~~~

・栃尾城の歴史についての冊子作成

1 2 1文 化財等記録保存伝承事業        ・ 地域に伝わる伝統芸能の記録保存    |
|

O与 板

工 li正三i=|_王 !華

2 1環 境美化活動
L _  |  _ _ _ _  _ _

O川 日(初年度のため1事業のみ)'
|~~ | ~~~~~ 弔 業石

1 1川 口地域里山再生事業

_     _に__     __     __

__==二 :王草茎コ室 il三 =:!|
木沢、東川日、和南津、日麦山、山ノ相川の51
1地域の里山整備を実施。また、地域内の観光 |
施設を紹介した案内マップを作成し、地域内外 |

|に発信することにより、交流人日の増加を図る。|

‐
―

キ

一一
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【問8】問フの良かつた事業の質を高めたり、発展させていくために、ふるさと創生基金事業で取り組む
点がありましたら記入してください。

く主な意見〉
・事業に地域委員も参加しないと、質の向上や発展させる取り組みがわからない。《中》
・地域をあげて取り組めるような事業展開を考えて提案していくことが必要。《越》
・住民がわかりやすい事業で使われると、「ふるさと創生基金」という認知度もあがり、色々な事業
が名乗り出るのではないか。《越》

。宝物の掘り出しと新しい発想の中で、住民共同参加の事業を見つけ出す。《越》
・若い世代の意見を十分に聞き出し、事業の主体性を持たせる。《越》
・共に汗をかいた人達が集まつたり、努力を称えあつたりする場を大切にしていくことも必要であ
る。(連帯感が生まれてくる)《三》

・事例発表など、成果を聞いていく機会があつたほうが良い。《和》
・限定された地区に限らず、地域全体で盛り上げていくこと。《和》
・農業・漁業・観光産業振興を地域コミュニティ活動として、関係者が連携した取り組みを充実させ
る必要がある。《寺》

・小中学生、高校生によるボランティアガイドの養成の実施。《栃》

(広報に関すること)
・マスコミにおおいにアピールする。《栃》
。他地域から沢山きていただくようPRを する。《栃》
・一部の人だけが知っていることでは困る。広報が必要。《栃》
・ノミンフレットによるPRを 実施する。《)||》

(事業の継続に関すること)
。新しい取り組みだけでなく、一つの事業の継続も必要。《三》  し
,事 業を1回実施するのではなく、継続することも大事である。《中・山》
・過去の事業への内容追加も可能とし、事業を拡大させ、地域の活性化を図る。《小》
・継続的に事業ができると、より質を高め、発展できると思う。《和》
・内容の質を落とさずに、継続して取り組むことが大事である。《与》
・単年度でなく、基金を累積させた大きな事業にし、目に見える事業にしたい。《)||》

-10-



■地域コドュニテイ事業補助金についてお聞きします。
【間9】地域コミュニティ事業補助金について、住民主体の取組みとして、どの事業が良かったと思いま

すか。該当する事業を2つ選んで、そう思つた理由を記入してください。

※上位2事業を掲載
O中 之島(回答が分かれたため1事業のみ掲載)~~下 ~~華

名輸 爾  ~ 事業内容

l二
=王

二T_~~:iモ_~▼
｀`一″

__ __

十艦暴諷 疑麟 錨裂 晶 |
1生茸型マ塑生 ________- 1

O越 路
事業名(実施団体戸

~~~~ 下 ~~
――― ― ――|――      事 業丙容

~~ ~~~― ―
 ]

知 ろう!守ろう!    ド 里山等を散策しながらゴミ拾い等をイ
啓告探 亀

・

4______   管 :輪諮鱗然畳錫件
―ど200」子ども達とみんなで花  |!蕩

上 ―
1堅

攣 聖

骨

と型 啓型 鼻
均

上|_と重挙埋坐嘉ギ肇韮法人いム
1              謡

動、七夕飾りの作

|

11絲 潮
ル 餅を使ったご当地カレ

韮誓駐亀孔子認茎|
勝坊言線と協病活性イ野を図つた?_J

O三 島~ | ~~~牽
藤 名(実施団体)     1        事 評 百

~ ~~~~―
¬

戸曜謹藁蔵落覇=歩建

|              ‐ ヤ= ｀ ― ヤ ヽ ″ ― - 1 ・ ″
          _ , _ _ _ _ ― _ _ ― ―  ― ―― 王 r 卜

・ コ H

“身紘暮資慾指名軽嘉詫ダ斡解 !事業1晶簿 雛
区で、ホタル鑑賞会と環境保

1畷
々各書鏑 羅 繁

癬 !撃 |ど芳翠強鋼
区守 ル鑑賞錠 環雛

1盤鼎諮隅刻鱗歎
里山再

・ 挙 望 砕 型 一ヽ ―― 十 一 ~― ~=十 ~千 ~

12佳 望摺 罷 葬 彗
備 道二和 58号 御 緑化

桑 説 1植翻 瞭 鶏 鶴
や山ボウシ等約40A司

景観環境の向上と里山再
|

1生を推進。また、PR用が
ンフレットを作成。__J

I      I

O山 古志
事業名(実施団体)

|
1山古志伝統芸能 継承事業  ｀
(山古志子ども太鼓会)

事業内容

|

O′1ヽ国
1      事 業名 (実施団体)._  __ _            1       事 業内容        |

1     進
す納

。「コミュニティカフェ」を開催し、老若男女問わず
参画できる地域づくりのきっかけを創出した。

2晴羅展望蜜供箇幹盈負1宅号を搬
説1習瞥誓搾穣祈著勝馬併暑&辱

史に関する

2解    る 新名所作り事業 ≧ 橘譜艶静跡擁忌鋪殆麟 |
1生甲斐作りと青少年の育成を図つた。     |

~下
1通扇捷義覇麻 廓疎張 あ〔死動:

堅舎奇雷ピ泰諌凸運楢異亀贔往
踊明こ参加する|

・山古志に伝わる伝統料理の冊子編集及び、そ |
の冊子をもとにした料理講習会を実施。    ‐
・やまこしありがとう広場の開催、地域の情報発信 |
|のためのホームページ作成等。        |

- 1 1 -



※上位2事 業を掲載
〇和 島~「 ~  事

業名(実施団体)工
  |   ―

―

11   ぇ ″住雲園を守る会)

l ~ ~ ~ 事業内容

卜住雲園の清掃活動や庭園管理講習会などの住 |1民
交流イベントを開催。           |

・―   ―――――     ――――――― ‐  ―――~

O寺 泊

即 章  二 !坐 躍 髪攣 予

1郷 雪脇 鰈鍮認鞠 慾 |夏戸城跡整備事業
(夏戸城跡保存会)           |ブ 毛 ュ… .⌒ ノ ユ_           |

II'い
■丁不′

   __     __1る きつ力型チをつくった。            |

事業名(実施団体)     「
~~~~~~~=事

業内容戸
~

1駆魯翠鮮 蹴軸 軽
(栃尾公式野球場建設促進委員会)

事業内容       || ~      石 ほ琉面体)     |    _______  _ ― Ⅲ

l握
]喜獣査雪梧雪雪雪ギ

訂聖導
村景観形成・

ン罪緊薔遅踊翻01

〇
一

崩ン 2名督殖 ん、早李至麟留
1開催。また、小・中学生及び一般から合計48チー !

O与

1援および先進地におけるイベント研修。

業                    ら せt者の白本瑛歯ど=映玄
レ
通抜あ落こ花と在|

(愛ラブ与板上映実行委員会)

揺謂獣蓄種
と一―

1聯饒鑓攣確ぞラわラJ

|  ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 一 ― ― ― ― ― ― ― 一 ― ― 一 ―  ― ― 一 ― ― -1

1 ! [ ! i ; ク

「: 掃? ‖音! 二i t l 営
十
i i l i i テ

! ' 十; ! ; ! 彗 舟; : ユ: せ4 ' t 「
; : ! i l ! : , ! i 子

: そt i , ! | , 千 ]  ｀

   |

L=漏 鸞 路 鴨 酷≧―編 縞 用 協 蕊t:士隷「なつかしの日本映画」愛コミュ“

腰 髪 秘ュ
_ムを募集じ、溢 鰐 諜う ン

・パンフレットとホタル保護をPRする看板の作成・

1設置。また、ホタルライトの購入と貸出を実施。

艦 軍催経算寅猟 5拓モ5戸
   隅 蟹

源の離 認ム 慨 内外へPR呟 交

2腰窪襲督謡倭藩をど尋名塁ダ
舞う町与

O川 回
1      事 業名(実施面休)~~~     ~  ~~

li急
逃 騎 ';モ吾母7bltl折

雪t生Hヒヨ厚うに

事業内容
。さんご山を活用した交流事業の実施、コスモスま
つりの開催。

2 1託
穐繁翻

整備と交流事業 ・ブナ林コンサートの開催及びブナ林までの山道
の整備。
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【問10】「地域コミュニティ事業補助金」について、事業目的である地域づくり団体を増やしていくために
はどうしたら良いと思いますか。該当するものに全てOをつけて、その理由を記入してください。

1現 行制度のままで問題はない。

2補 助額を小さくして、より多くの団体が
活動できるようにする。

29

3競 争力を強化するために、地域ごとの
審査を廃止する。

』

4地 域づくり団体を増やすためには、町
内会を補助対象者から除く。

5コツコツと地域づくりに取り組めるよう
に補助の継続を認める。

食
υ

6採 択する事業には、地域委員会も積極
的に参加するなど関わるようにする。

29

7地 域住民の事業の理解度を高めるため
に、事業終了後の成果などをPRす る。

会
ｕ

Bそ の他
8

9無 回答
2

〈理由〉
1現 行制度のままで問題はない。《山》
・十分成果が上がっているため。《和》

2補 助額を小さくして、より多くの団体が活動できるようにする。《中》
・もつと自由に応募できるように補助額を小さくし、少しでも多くの住民が関わつていくようにする。《中》
・事業成果をPRし、補助額を小さくし、継続的に活動できれば、団体が増えるのではないか。《和》

3競 争力を強化するために、地域ごとの審査を廃止する。
・やる気のある団体、補助事業にマッチした団体に活動の場を与えるため。《与》

4地 域づくり団体を増やすためには、町内会を補助対象者から除く。

f当 事者以外も参加しやすい環境づくりが必要と思うため。《与》

5コ ツコツと地域づくりに取り組めるように補助の継続を認める。《三日小B和・寺BttBttBサll》
・補助の継続をしないと、最終的な目的に達することが難しい。《小》
・数年を要する事業もあるため、事業によつては補助金を継続する必要がある。《栃》
・活動を継続させるには、補助の継続が必要ではないか。《)「|》

6採 択する事業には、地域委員会も積極的に参加するなど関わるようにする。
・その事業をより知る努力は必要である。《寺》

7地 域住民の事業の理解度を高めるために、事業終了後の成果などをPRす る。《中・越口′J 口ヽ和口寺・栃》
,実績と課題の報告があって良い事業になる。《越》
,事 業終了後の成果を地域住民に伝達し、新規団体の募集を募る。《小》
・支所のロビー等に事業のパネル展示をすると広く周知できる。《寺》

8そ の他
・
もつと多くの事業団体や地域があると思われる。その開発や地域のリーダー作りに取り組む。《三》

・
単年度事業は現行。2～3年事業を新規に事業化できないか。《寺》

現行制度

無回答1% の席ま

ごとの補助額を
小さくする

1304

地域委1員会
■も参加
■  13%| ||
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■地域で取り組んでいる各種事業についてお聞きします。
【間11】自地域で開催される住民参加が多い、地域資源を活かした取り組みにはどのようなものがあり

ますが。そう思う理由も記入してください。

※回答のあった主な取り組み及び地域資源を掲載させていただきます。
~~下

 ~~~~~― 瓦萌資源 ~    ~|~~朽
事再物

~~~ ~~~~  ~      |

1事廃義動戸
~~~~~~~~~

:主聖発==ェニ===~¬
1雪像作り、秋まつり(収穫祭) 雪、地場生産物(地産地消)

越 路

L_
三 島

春まつリロ盆踊り 1神社、神奥、行列

1葱
~~~~ェ

弛語 亜 廂

小 国

1鸞ン 貫「言;:F一~~~~

楽山苑ライトアップ

|十五夜まつり

1峠の山道

1地元で採れた野菜などの販売

楽山亭ほか

登り屋合、歴史、伝統、団結

和 島
|  ~=~丁 〒

~  ~~~~~~  ~~― ――――

運 難 天空 荘
―

程 偽 蕨
― ―

背
1菜の花フェステバル        1棄 の花プロジェクト― ▼′ … ″ ― ′ 一 / 8

帽景語原経者舎茎と二亨房ル 1譜譜載嶽陥孫

寺 泊

栃 尾

与 板

お祭り(盆踊り各地区8ヶ所)

1村祭り

トレッキング、クロカン等

1昔からの盆踊り、楽器等の文化

村の鎮守 熊野神社

地域の山(自然)
,11 ロ

1交流体験事業 棚日、山菜採り
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【問12】住民主体で、隠れた地域資源等を活かして取り組みたいものはありますか。そう思う理由も記
入してください。

※回答のあった主な取り組み及び地域資源を掲載させていただきます。

十 地 域  i      取 り組み
     上 __ ___― ― 地ダ草源 __ ___― 五

」 1民__盤塁 監 =L_ン 上 下工 :王 11」

地域資源(地域遺産)の発掘と紹介資 1地域資源(地域遺産)

耳平妻壷≧〒=I==工三  二」
~顧

束王==工f=二二I王 」+ ―  ――  ――

「百]顧:課薙話―――揺ン ーー上―――J栃尾  ~| _fェ
ェ 百

マ化     伝 説茨木童子のふるさとと足跡      |

I      FJ二 墜開発          1自 然、身近な距離、景観         |

与 板 刷 ン 与論 下

一 ―

堤 憚

空 に聖 本々
_

1合併地域と一体となり酒に
甲
するもの

 酒 に関する資源は合併地域で共有できる資源|を題材にした観光まちづくり

|          |
1地域特産品の栽培等          |

― ― ― ― ― ― ― ‐― ― ― ― ― ― ― ‐十 _ _         判

継空F墜・――――J

自然環境を生かした地域のPR 山林、山案
サll ロ

1地元の食材～食 田、畑
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【問13】支所の役割や必要な機能について思うことを率直に記入してください。

(主な意見〉
・職員異動により地域内の情報共有、密着の関係がなくなつている。《越》
・地域づくりは住民と行政との連携がないと継続しない。《越》
。縦割りは仕方ないが、各部署で協力しあえることがあるのではないか。《越》
・支所独自の予算があるとよい。《越》
・地域の声を取り上げるアンケートを広く募集してはどうか。《三》
。地域委員の役割を地域住民に知らせること。《/J・ll
。本庁、支所各課を自由に動ける部署、職員がいるとよい。《小》
・課によつてはいくつかの支所を統合しても問題ないものもあると思う。その統合が地域間の壁を
徐々に打破してくれるのではないか。《和》

。市内の色々な情報が集約され、自由に関覧できる情報の発信基地になるとよい。《寺》

(要望)
。地域全体の住みよい環境づくりに目を向けてほしい。《中》
・支所長の権限をもつと重要に考えていただきたい。《越》
・行政から住民へと移行する事柄がスムーズに運ばれることを望む。《三》
・NPO法 人とまでいかなくても、地域のリーダーを作る手立てを行つてほしい。《三》
。一番身近な行政機関のため、機能の縮小はしないでほしい。《山》
。もつと住民要望に応えられるようにしてもらいたい。《/J》ヽ
,各 地域委員会の活動状況を調べ、その状況を提供してほしい。《/J》ヽ
。現在の支所機能は最低でも残してほしい。《寺》
,空 室は地域住民のために借館してほしい。《栃》
・地域の特色は支所として継続してもらいたい。《栃》
・課の業務内容をはっきりさせるべき。支所入口に課の業務内容を明記した表示板を設置してほ
しい。《栃》

。若者の力を、他のところで発揮できるように考えてほしい。《与》      ,

(職員に関すること)
・優しく、笑顔で住民に接してほしい。《中》
・来所した人に対して関心を持つこと。デスクワークより来所した人のほうが大事である。《中》
・地域の外回りに力や時間を注ぐ姿を地域住民に示すことが大切である。《三》
・職員の人事交流は必要だが、地域状況を早く把握して活躍できるようにしてほしい。《山》
・地域外出身の職員が多くなり、距離感を感じる。挨拶の掛け合いが大事である。《和》
・職員が自分の意見をはつきりといえる雰囲気づくりが必要である。《栃》
。あまり遠慮せず、時にはリーダーシップをとることも大事ではないか。《与》
・職員はもつと地域へ出て行く必要がある。《)||》
・住民要望等には、もつとフットワークよく対応してほしい。《)||》
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■自由意見欄
地域振興戦略部など本庁部局、行政全般に対するご意見日ご要望などありましたら、ご自由に記入し

てください。

〈主な意見〉
・農業振興に力を入れてほしい。《中》
・地域委員にとにかく働きかけてもらいたい。《中》
・地域の要望、相談に耳を傾けてもらいたい。《中》
・地域の小さな声が届きにくくならない配慮を望みたい。《越》
・地域づくりは人材づくり。《越》
・市民には、わかりやすい言葉、表現、文章で伝えてほしい。《越》
・全般に市政を見渡すと、概ね市民本意に行政が動いていると感じる。《三》
。lヶ所に集めた会議ではなく、集落に出向いて住民の声を聞くことが大切である。《山》
・山間地等は街中と格差が生まれるのではないかと心配な面がある。現在は安心しているが、地
域振興等これからもバランス良く取り計らつてほしい。《山》

・周辺部へもしつかりと目を向けてほしい。《/j》ヽ
・もつと活力ある地域委員会にしてほしい。《/j》ヽ
・早く水道料金を一律にしてほしい。《和》
・イベントは、地域内の連携、広域的な内容にするなど、結果的に充実した内容となるものがほし
V 。ヽ《亦コ》

・編入合併のため、旧長岡方式となることもあると思うが、全般にサービス低下とならないようにし
てほしい。《寺》

・支所間交流、情報の収集・提供を図ること、地域委員会の交流の継続強化を望む。《寺》
・窓日は支所の顔である。接客を大切に。《栃》
・住民だけに考えさせるのではなく、行政も一緒に考える姿勢がほしい。《栃》
・他地域に異動した職員は、早くその地域を把握してほしい。《栃》
・他地域の活動事例、最近の動き等を聞く機会を設けてほしい。《与》
・地域委員は、時間の自由が利き、やる気があり、行動力のある人を選んでほしい。《与》
・合併によつて住民サービスが悪くなつたと思われないようにやってほしい。《サ||》

・職員の人事交流を積極的に進めることはできないものか。《サ||》
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1 こ れまでの動き

1期 目

2期 目

3期 目

これからの地域委員会について

総合計画などに関する諮問を中心に議論

分科会を設けて、地域課題を議論

議論する視点を広げながら、地域課題を議論

(女性地域委員会や地域委員会同士の交流会開催)

地域委員会に対する主な意見

・地域委員会の役割がわからない。

・地域委員会での提言が、どのように反映されていくのか見えない。

・継続的にテーマを持ち、問題提示をしながら開催すべき。

・自地域だけでなく、長岡市全体を視野に入れた議論を。

・何をどのように議論するのか、わからない。

・十分な議論には課題の絞 り込み、また、様々な機関、組織との連携が必要。

・地域の代表なのか、個人の意見で良いのか迷う。

・区長や町内会長 と同じようには、町内の課題を把握 していない。

3 地 域委員会の役割について (区長、町内会長等の違い)

配力雌ヨミと

B.を三饗_〉

市議会議員

区長、町内会長

↓協力連携
地域委員会

↓情報共有

住民の意見

ヽ
―
―
―

ノ
等

レ

レ

レ

ベ

ベ

ベ

レ

レ
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地域委員

・各地域委員会
・コミュニティセンター

・町内会 な ど



平成 22年 11月2日～平成 22年 11月29日の間に開催した地域委員会でのご意見

【地域委員会の認知度】

・地域委員会の活動内容が市民に伝わっていない。支所だよりなどで、地域委員の役割

や活動内容を PRす ることが必要である。

・地域の人たちは、地域委員が何をしているか理解 していない。映像をイベント会場で

流すなどしつこいくらいに PRし たほうがよい。

・団体の代表 として出てきているが、地域委員会について報告する場がない。

・地域委員の役割が不明確。

【地域委員会の運営】

。議題は事務局提案が多い。委員から問題提起することが必要である。

・全体の課題を議論する。地域だけでなく、長岡市として物事を考えていけたら良い。

・今は行政の追認機関。地域委員会はきちんと議論 し、結論を出せる場であるべき。

・地域の声をフォローアップする提案をたくさん行うべき。そういった提案の数で地域

委員会を評価 してほしい。

・地域委員会では幅広 く議論するのではなく、一つのことを深 く議論するほうがよい。

・掘 り下げた議論をし、地域全体として方向性が出せるような議論ができると良い。

・地域委員会は、地域の課題が何か、どう解決 していくかを話 し合うことが大事。

・分科会は意見を述べやすい。意見の述べやすい委員会運営、議題設定をすると良い。

【地域委員会の活動】

・地域委員は各団体から情報収集、情報吸い上げを行うことも必要。

・合併地域との交流、特に旧長岡地域との交流も大切。

・地域委員会と区長会の連携が必要ではないか。各地区に入 り込み、意見を聞く機会が

ほしい。

・地域のことに関心を持つことが必要。 自ら求めること、参加することが必要である。

・地域の人たちと話 し合いながら活動 してい く必要がある。地域の連帯感づ くりの役割

もあるのではないか。

・他地域との交流は地域委員の役割といえる。よいものを見つけて、地域に生かすこと

が大事。



地 域 委 員 会 の 役 割 と 議 論 の 進 め 方 に つ い て

地域委員会は、合併の不安感を解消するとともに、いずれは 「ひとつの長岡」

になるための住民自治の実現に向け、地域住民と行政とが一体となって、まち

づくりを推進するものです。

・各種計画策定などに関すること
・制度調整、地域固有業務などに関すること

一 ー

地域委員会が議論するもの

◆議論のテーマ例

〔既存事業のたな卸 し〕

・地域の祭 りやイベントについて

・敬老会や配食サービスなどの福祉活動について

,体育祭などの各種スポーツ大会について  な ど

に住民主体の新たな活動〕

・地域資源の発掘と活用方法について

,他地域との連携によるまちづくりについて な ど

ー

コミュニティ

事業補助金を

活用してみよう

ふるさと倉J生

基金の活用を

図ろう

制度設計を

見直そう

→

「

―

＞

―

ジ

ｎ

ｌ

＞

Ｉ

Ｊ

・住民主体のまちづ くりを進めていくには、どうすべきか。

・全市的な視点でまちづ くりを議論するには、どうすべきか。

住民と行政の役書」を

考える。

地域の現状の確認

↓

他地域の状況確認

全市的な視点で議論

↓

市民協働の視点で議論

関係者との協議/意 見交換会

主催者が議論するもの


